
（別紙３）

～ 令和6年　11月　30日

（対象者数） 38 （回答者数） 34

～ 令和6年　12月　28日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・内容の改善点などの話し合いをして、プログラムの質の向

上を図っている

・お互いの苦手なことなどそれぞれのフォローをし合いなが

ら、各個人のスキルアップを図る

・スタッフ全員で子どもたち一人一人に必要な療育を見極め

成長や課題を話し合っていく

2

・個人で考えじっくり作り上げたり、お友だちと協力して

作ったり、各教材の特色を活かして楽しく取り組めるように

する

・異年齢児との関わりの中で、役割分担や、思いやりなどの

気持ちがはぐくめるようにする

3
・親子参加型のイベントでは送迎がないがご参加していただ

けるよう積極的に声掛けをしている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・狭い空間でもフリースペースやプログラムのブースを仕切

るなどして集中できる環境を整えている

・より使いやすくするためにプログラムによって机の位置な

どを移動するなど配置換えを行う

・プログラムの内容や組み方を工夫する

・イベントなどで広いスペースが必要な場合は棚など移動す

る（広い会館などに移動する）

2
・契約時に、継続や積み重ねの大切な支援のため、週２以上

のご利用をお勧めしていく

3

・送迎表のルートの工夫が必要

・渋滞時の迂回ルートを考える

・保護者様に前もってお伝えし、ご理解いただく

Coccoletoのプログラム内容が継続や積み重ねが必要なもの

が多い為、週1回利用では成果を感じにくい
・受給者証の日数の関係で、併用利用で週1利用の方もい

らっしゃる

・渋滞に巻き込まれることがあり、ご利用者様とのお約束時

間どうりに送迎できないときがある

・駅が近くにある

・商業施設が近くにある（曜日、時間帯によって渋滞）

・駅が近く、立地が良いため見学や療育・イベントなどに来

ていただきやすい

・駅が近い事により、保護者送迎で遠方からも通うことが可

能

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

時間帯やプログラムによって、教室が少し狭いと感じること

がある
施設の構造上仕方がない

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・個別対応できる

・子どもたちひとりひとりに合わせたオーダーメイドのカリ

キュラムで行っている

臨機応変にプログラムを変更しやすいメリットがある

・毎日、一人一人のプログラムについてその児の目標や前回

の様子やなどを話し合い、プログラムを立て実施。内容の改

善点などの話し合いをして、プログラムの質の向上を図って

いる

・総合プログラムにより、プログラムの幅を広げる

・

・総合プログラムにより、集中力や創造力、空間把握能力や

問題可決力、また社会性や協調性、コミュニケーション能力

の向上を図れるように環境を整える

○従業者評価実施期間
令和6年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月1日

○事業所名 Coccoleto川西校

○保護者評価実施期間
令和6年　10月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


